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嚢松需1（3＆9・1）
甕本村　人口　7497
　　　役・　男　　3702
雄　　　錫

　芳企i女　　3795
文　面世融　、392
閣　治　課　＿

　
ー
九
月
の
メ
モ
ー

　
□
庶
型
禍
揮
滅
巡
動
日
、
閥

　
一
　
　
日
　
二
百
†
日
関
寅
大
震
災
記

　
　
　
　
念
日
、
性
病
予
防
遅
興
7

　
　
　
　
日
ま
で
）
、
防
災
の
日
、

　
　
　
　
学
期
始
め

　
十
　
　
日
　
下
水
道
促
進
テ
…

　
＋
一
日
二
百
二
ず
日

　
＋
五
日
と
し
よ
り
の
日
、
と
し
ょ

　
　
　
　
り
の
”
福
祉
運
闘
（
21
日
ま

　
　
　
　
で
）
、
国
榔
夏
期
大
全
開

　
　
　
　
く
（
B
日
ま
で
）

　
二
十
日
航
空
目
、
動
筋
愛
駁
運
間

　
　
　
　
（
26
日
ま
で
）

　
二
＋
四
日
秋
分
の
日
、
結
核
予
脇
週

　
　
　
　
間
（
30
日
ま
で
）

　
二
十
七
日
嫁
族
の
健
康
を
守
る
全
国

　
　
　
　
主
婦
の
つ
ど
い
（
長
野
市
）

　
二
＋
八
目
生
属
青
葺
孕
献
蕉
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
御
殿
塑
m
）

ノ 四拙一《》o　：㍉一　ン　．卜ニ　エζ〕　口ll言r4L』．ノ

蔭

臣

5
o

レ
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事
，

肖
　
灘

一■一
昌
ぜ

繋

青
少
隼
問
題
を
馳
夢
上
げ
る

ー
御
正
婦
人
学
級
1

教
資
養
員
会
、
北
公
罠
館
、
御
正
婦
　
　
養
を
身
に
つ
け
る
。

ム
塗
必
雀
催
に
よ
り
．
昭
勲
3
8
年
度
文
口
塒
に
努
力
す
る
点

部
省
験
嘱
の
婦
入
鼻
癒
を
開
設
す
る
こ
　
1
視
聴
覚
教
材
や
話
し
合
い
等
を
重
ん

と
に
な
り
ま
し
た
．
捕
問
は
9
月
天
よ
　
　
じ
、
努
め
て
わ
か
り
や
す
い
楽
し
い

り
3
月
ま
で
行
わ
れ
、
母
親
と
し
て
の
　
醤

継
馨
鶏
響
，
、
璽
．
、
驚
羅

の
中
景
．
鶴
題
を
と
り
上
げ
、
学
　
　
　
鐙
蝦

畷
講
蕪
購
　
　
盤
纏

蕪
　
皿
騰
騰
璃
ポ
灘
騨

学
稽
に
す
る
。

2
二
の
学
報
を
支
部
学
級
に
と
り
入
れ

支
部
繕
動
を
啓
発
す
る
。

、
繊

羅
駿

謬嬢
　
　
ド
な

灘
駕
．

　2　1口　　　 ［コ般号り
て裁教現目を近健学のよでこ
子親育代標身か企習協りす0供とのつ　 にななの力逐が桑
達しあ手　つ政子主方次学毫
かてりの　 け治借題を掲習言
ら’万生　 る経の　 願最内韓
煎反を活　　。済育　 いい容11
敬一学を　　 に成　 また等く
さ塚習i理　　 つと　 すしにも
れのす解　　 い私　　。まつ・
る主るし　　てた　　すい1；
糠婦。正　　σ）ち・　のてと
装ちと　霧　三灘

ふ
ゆバ

　
6
赦
．
駈

ドださ

ゴ
酋
“
織

九
月
＋
五
日
現
在
に
よ
り
基
本
運
峯
一
、
日
本
國
民
で
あ
つ
て
年
令
二
十
年

人
名
簿
を
調
製
数
し
ま
す
が
こ
の
名
簿

は
十
二
月
二
十
日
に
確
定
し
翌
年
十
二

月
十
九
日
ま
で
の
一
ケ
年
間
の
選
挙
は

こ
の
名
簿
を
便
用
敷
し
ま
丁
。

本
村
に
お
い
て
は
各
区
長
さ
ん
を
通

以
上
の
老
（
年
令
は
基
本
選
準
人
名

簿
碓
定
の
翔
日
、
す
な
わ
ち
十
二
月

二
十
日
理
在
に
よ
つ
て
算
定
す
る
か

ら
謄
湘
†
八
年
十
二
月
二
十
一
日
ま

で
に
生
れ
た
老
）

方法購師・助言者

一．島ψ　幽卵

耐脚県社会教育・
を聞く　1
をし話し1笹井主・

　　i
の話しを嶋場校長
あう　i小山校．

（しあわ1

午供のゆ小島教育
級．フ蜜・北小鞭

　　長ム

凝・睨童相談所児
ン三、　踵福祉司
のノ　1小・中学校長
をきく

認・i懲撫
舞よる婁松民雌
のつ
リエーシ、敏　育　長

う唖学校
する

　　熊谷市をきく
　　　青齢一一夫先
をする…生橋本重
　　　五郎先生
　　県議畿灘与志子
塞奪く1松本村長

リニー慣場・教魏

馨鏡県礎
　　1大友よふ会
あう　　i長
　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．一｝

舗暑、i熊谷警総
をする・・卜交鐘．課長

騨榛麹
欝締轟
騨b　　，

のつ　　1

甕翻
ありま．す、

一

善駿i舗課題［ね錨課剛ねらい瞠習
9鴇級式職羅翻ξの瑚毅更

善i4　岱織簿1：舞

li・灘育鞭灘葦難窓
ヨ

1・・コしあわせ雅をもつ親のザ繋馨二

…晶14i好供⑳方にっいて学習くす

…日目ゆくすえすろ　　鱒三1
ヨ

1糎鯉騨雛譲襯
　　　　　　一、

現
代
つ
子
の
し
つ
け

話
問
し

講
質
話

L
Z
a

　
の

　
育

　
教
ぶ

　
庭
学

　
家
を

　
い
方

　
し
り
●

　
正
あ

家
ほ
，
，

い
膏
て

し
教
い

薪
庭
つ

」
3

∬
茄
桂
，
『

に
つ
い

1・勲織糞講
日　ち　　　か、研究すo　　　ヨン

1、6i社　舞灘韓

1・と壕載灘：難

置　璽人と理婦人σ）立場で地方1．詳話

冒；題購に，政治を雌する傾閥
　拷　璽人と理婦人σ）立場で地方1．詳話

姻冒、題購に，政治を雌する傾閥

全隆・瞥篠お顯響1

薯1齋醜欝驚
1繍3麺法構、騰懸雛1：灘
　相旨の研究臼外垣導に役立てるβ・質問

峯、隣1嚢糞嚢讐灘

響檸壁鶴野’㌧難i拳揮舞蝶純欝
1言i’・反霜と閉駐鰐縮覆1識

1・・念1級式iし石続熱を行ふiる
旧1，　　　i塑　　　麸　　　1式3・閉級1
0講師σ）都台により日時を変更す湊事炉

じ
、
毎
戸
に
名
簿
登
録
調
査
票
を
、
配
二
、
九
月
十
薫
日
ま
で
引
続
い
て
三
ケ

　
　
九
月
十
五
日
現
在
で

｛
．
　
基
本
選
挙
人
名
簿

の
菰
行
を
終
る
ま
で
の
者

③
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ

の
黙
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

④
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
．

行
は
れ
る
選
幣
、
投
票
及
び
国
民

窃
盃
に
関
す
る
犯
．
罪
に
よ
り
禁
こ

の
作
製
を

布
い
た
し
世
帯
車
よ
り
、
必
要
事
項
を
　
　
月
以
上
江
禰
村
に
佳
所
を
有
寸
る
者

記
載
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
　
　
（
昭
和
三
十
八
蔦
六
月
十
六
日
以
荊

い
た
し
ま
す
か
ら
、
も
れ
な
い
よ
う
に
　
か
ら
引
続
い
て
伍
所
を
有
し
て
い
る

＋
分
御
注
意
の
上
拠
出
さ
れ
ま
す
よ
う
　
者

御
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
三
、
基
本
迷
準
人
名
簿
に
登
録
す
る
こ

尚
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
者
　
と
の
で
き
な
い
者

ヨ
じ
の
リ
ド

は
、
次
の
要
件
を
呉
悦
て
い
る
藩
で
な
　
　
①
　
禁
沿
睦
者

コ
タ
や
き
レ
き
も
ち
も
　
　
し
み
リ
レ
マ
ゲ
ザ
ミ
リ
ロ
し
ロ
い
し

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
②
禁
二
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ

て

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
刑
の

執
行
猶
予
中
の
者

⑤
公
職
選
挙
法
の
定
め
る
選
挙
に

関
す
る
犯
罪
に
よ
り
同
法
二
玉
二

条
の
規
定
に
よ
り
選
挙
権
を
層
し

な
い
者

　
　
　
　
　
　
以
上

あ
る
と
き
は
、
魯
で
な
奪
2
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
あ
萎
肇
す
る
こ
と
は
出
叢
も
響
す
．
、
．

萱
頭
量
つ
け
た
り
し
馨
　
鴨
田
政
務
次
官
来
る
　
　
　
な
い
墾
ず
．
蕾
馨
馨
御
．
蜜
駿
政
蓑
裏

で
、
よ
く
話
し
会
う
て
塗
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
新
田
、
成
沢
地
内
の
道
路
改
修
を
完
　
．
江
席
芯
区
域
の
廉
道
、
熊
谷
、
小
川

”
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
”
一
て
　
　
　
県
道
、
河
川
の
視
察
に
　
　
　
了
の
上
襲
墓
f
が
薪
璽
必
線
場
い
で
は
、
餐
も
よ
く
琶
台

の
よ
う
な
と
き
に
は
迷
わ
ず
禁
渠
の
青
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
の
た
め
、
こ
の
改
修
促
進
を
一
ヲ
る
も
い
弛
舐
鷹
龍
覇
盛
備
5
ケ
年
瓢
圃
に
総

少
年
相
談
所
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
　
建
設
省
で
は
去
一
〇
昌
肖
2
3
日
午
後
2
発
棄
季
、
掘
進
’
ソ
響
O
た
め
に
は
早
期
に
の
、
深
谷
、
東
松
出
線
は
押
切
地
内
の
り
必
み
、
　
取
敢
え
一
商
琿
度
よ
り
予

専
門
の
賃
か
ご
嚢
に
応
じ
ま
す
．
時
鴨
墨
嚢
蓬
奮
…
舞
萎
墾
、
解
、
．
必
購
て
い
る
の
で
、
改
修
漿
携
華
必
要
隻
㌧
蔓
重
し
嚢
妻
豊
し
た

屡
嚢
葬
い
妻
馨
厳
凋
翻
灘
簸
護
黙
鷺
蹴
齢
畢
れ
翻
嚢
腿
鋪
で
蔀
鰹
羅
難
叛

な
恥
を
か
濠
馨
作
つ
て
』
俵
い
ま
甕
塗
木
嚢
、
同
小
池
馨
美
蓼
、
薯
、
藁
鑑
（
薯
、
小
川
秩
　
　
　
　
　
・
．
・

お
子
さ
ん
に

こ
ん
な
き
ざ
し
は

　
見
当
リ
ま
せ
ん
か

夏
休
み
も
終
わ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
2
学
潮
で
す
。
毎
年
こ
の
時

期
に
な
り
ま
す
と
、
学
校
を
さ
ぽ
つ
て

遊
び
回
つ
た
り
、
悪
い
遊
ぴ
に
ふ
け
つ
．

た
り
す
る
少
琿
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
，

れ
は
、
夏
休
み
中
に
つ
い
た
遊
ぴ
ぐ
ぜ

が
原
因
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
お
宅
の
お
子
さ
ん
は
い

か
が
で
す
か
。
元
賃
に
通
学
し
て
お
り

ま
す
か
。
夏
休
み
箭
と
比
べ
て
変
わ
つ

た
こ
と
は
見
当
り
ま
せ
ん
か
。
不
良
化
．
，

す
。◇

不
良
化
の
登
O
し

◎
い
ま
ま
で
聞
い
た
こ
、
』
∴

な
黙
し
い
二
と
ぱ
や
、
陀
総
な
と
を

　
つ
か
い
出
し
た
と
き
。

◎
学
生
ら
し
く
な
い
脈
薮
そ
し
た
り
、

　
流
行
を
追
い
派
齢
な
み
な
り
に
気
を

　
つ
か
い
始
め
た
と
き
。

◎
注
意
す
る
と
、
ふ
て
く
さ
れ
た
り
、

　
こ
と
さ
ら
に
反
抗
す
る
よ
う
に
な
つ

㍗
た
と
き
。
　
。

◎
持
ち
物
を
意
識
的
に
か
く
し
た
り
す

，
る
と
き
。

◎
こ
づ
か
い
銭
を
ね
だ
る
回
数
が
急
に

』
多
く
な
つ
た
り
、
学
罵
品
代
な
ど
の

　
つ
り
銭
を
わ
た
さ
な
い
よ
つ
に
な
つ

．
、
た
と
き
。

　
　
　
審
務
所
長
一
行
が
村
内
道
路
（
県
遣
）

　
　
　
河
川
状
況
を
視
察
し
た
。
村
で
は
乗
芯

　
　
　
を
機
に
役
揚
会
議
餐
に
於
て
、
村
内
を

一
な
い
よ
う
艶
貫
マ
る
県
逝
の
状
況
を
観
明
し
、
開

の
き
ざ
し
は
、
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
　
◎
行
く
先
を
振
わ
な
い
で
外
出
し
た
り

さ
ん
が
よ
く
気
を
配
つ
て
さ
え
お
れ
ぽ
　
　
い
ろ
い
ろ
な
理
田
を
つ
け
て
、
帰
宅

必
ず
発
見
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
　
　
時
間
が
お
7
～
、
く
な
つ
て
き
た
と
き
。
「

見
過
ご
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
お
子
　
◎
知
ら
な
い
人
が
た
ず
ね
て
く
る
よ
う
．

さ
ん
の
行
動
に
目
を
光
ら
せ
ま
し
よ
う
　
　
に
な
つ
た
り
、
電
話
や
手
紙
な
ど
に

も
し
も
。
お
か
し
い
な
と
思
う
こ
と
が
　
　
融
感
に
な
つ
て
き
た
と
き
。

父
綴
）
に
於
て
は
村
の
工
響
開
発
地
区

を
沿
線
と
し
て
い
る
熊
谷
市
寄
り
と
、

小
川
町
寄
り
の
秩
父
セ
メ
ン
ト
岩
石
運

搬
の
た
め
の
大
型
事
の
凌
通
は
、
は
げ

驚
．

鞭．

㎜

　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
，

響
懸

　
　
　
　
　
　
動
ぐ

癬
轟

鴨田建設政務次官に陳情書を渡す助役

、
謬
箪

道路・河川を祖察した建設雀及県の一行

農
，

　
　
　
慢

費
“
　
　
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
箋
塑
鑓

　
能
襲
蟹
い
雛
離
砥
鑓
灘
雛
講
・

し
た
薇
で
濤
藝
蟹
、
区
飛
、
南
轟
の
畢
穫
欝
に
甕
い
た

茨
者
が
一
会
い
、
こ
の
陳
情
と
な
つ
た
し
た
い
ど
思
ひ
ま
す
。

蒋

掬

零

雪

　
遮
．

，
笛

舞
、

㎡

男

乱
ぎ
㌧

蕾
、

6
さ

、

4

『4
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37

年
度
の

健
康
家
庭
蓑
彰
さ
れ
る

江
肖
弼
園
民
健
協
保
険
微
保
険
煮
O

．
、
・
、
ず
庇
度
巾
の
健
眺
塚
庭
ω
裂
影

フ
を
張
る
b
肩
2
出
午
蔀
博
断
よ
り
北

小
学
版
内
、
住
民
．
集
会
営
で
、
大
里
樹

祉
甜
弥
頭
喪
、
岡
庶
慣
捌
評
．
長
　
江
南
村

骸
女
誤
．
員
、
各
区
長
、
国
保
運
営
屡
艮

e
臨
鮎
の
も
と
に
網
壕
庭
の
裂
膨
式
が

摯
ハ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
瞭
蒙
庭
の
中
で
9
ケ
托
闘
健
蟻
で

と
お
し
’
．
』
優
艮
籔
庭
か
あ
り
ま
す
、
こ

34

家
庭
が
ー

の
家
庭
は
犬
鰍
三
器
一
、
四
九
一
番
地

（
上
舐
田
毘
藩
）
川
麟
素
助
氏
宅
で
受
漸

者
代
裂
に
選
ば
れ
模
鏡
娠
庭
と
し
て
祝

福
さ
れ
ま
，
、
」
．
』
。

△
村
内
の
健
醸
塚
庭
は
探
の
通
り
で
す

　
灘
田
窪
襟
、
源
田
筏
三
ド
（
薩
沢
）

　
繍
田
む
ら
（
三
菰
）
反
町
七
戸
、
反

　
闘
寛
次
、
新
ヂ
乗
一
、
川
島
乗
助
、

　
岩
闘
薯
一
、
（
上
駈
田
）
上
四
響
寿

　
長
谷
川
一
子
、
呉
谷
川
正
蓑
、
風
祭

　
ト
シ
男
、
新
井
つ
ゑ
上
押
切
蔦
場

　
茂
薦
（
下
押
切
）
荻
腺
武
夫
、
武
政

　
定
一
、
折
川
忠
襲
、
近
薩
ぶ
ん
、
構

　
本
宏
（
御
正
．
獅
田
）
中
島
蒙
三
郎
、

　
岡
．
都
百
六
代
、
乎
ゆ
治
、
松
不
う
め

　
子
（
須
賀
広
）
大
久
保
久
吾
、
鹿
庭

充永、

岡
都
政
一
（
小
江
川
）
小
久

傑
恒
治
（
塩
、
｝
な
弁
秋
三
郎
（
千

代
）
鋳
塚
た
き
（
樋
染
南
）
水
野
梅

畜
（
成
沢
）
聾
．
…
シ
マ
（
塩
）
虐
田

仲
狐
、
飯
斌
梅
次
郎
（
板
芥
）
馬
埆

圭
一
（
樋
蘇
北
）

〔
写
真
に
表
彰
を
愛
け
た
川

　
鳥
幸
助
氏
】

と
し
よ
り
の
日

　
九
月
十
荒
日
は
「
と
し
よ
り
の
出
」

で
、
こ
の
日
か
ら
一
運
間
は
「
と
し
よ

り
の
福
祉
．
週
間
』
で
す
。

　
昔
は
「
人
生
王
十
年
」
な
ど
と
い
わ

れ
ま
し
た
が
料
学
の
進
歩
に
と
も
な
つ

て
医
学
も
発
達
し
、
ま
た
医
爽
品
も
非

常
に
よ
い
も
の
が
た
く
さ
ん
出
ま
わ
る

よ
う
に
な
り
．
耳
均
再
命
は
、
男
衣
と

も
め
ざ
ま
し
い
の
び
を
し
め
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
も
国
艮
年
余
制
度
も
案
施
さ
れ

て
、
だ
ん
だ
ん
老
後
の
患
茜
保
．
暉
と
い

う
艀
．
題
も
萄
る
い
き
ざ
し
が
ト
筆
’
て
い

b
3
・
．
．
し
か
し
一
ぐ
の
反
面
、
　
一
騎
塚
庭

で
は
炎
瞬
午
ど
も
串
心
の
小
塵
庭
主
叢

の．

註
沽
が
名
く
な
ぴ
、
つ
、
あ
る
よ
う
で

す
。
二
の
二
と
は
と
し
よ
り
が
隊
族
か

ら
と
り
の
二
さ
れ
一
・
、
、
孤
糠
に
（
蜜
勺
心

配
が
あ
る
わ
け
や
、
す
。
た
だ
雌
に
老
入

ホ
ー
ム
か
で
き
た
り
、
塞
額
度
か
充

案
し
た
か
ら
、
多
！
、
、
の
と
し
、
小
り
が
幸

福
に
な
る
と
、
ぶ
い
舜
．
ま
せ
ん
。
ヂ
’
，
，
人

た
ヤ
・
．
　
・
嶺
．
の
気
持
弘
．
を
よ
ご
、
理

解
■
．
、
い
た
わ
つ
て
や
る
二
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。
「
と
レ
．
偽
り
の
日
」
を
よ

．
い
機
会
と
し
て
、
と
し
よ
り
を
う
や
ま

　
い
し
た
し
み
を
二
め
て
、
老
後
を
い
っ

　
ま
で
も
健
康
に
す
ご
せ
る
よ
う
い
た
わ

　
つ
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

｛
』
卿
短
資
爾
評
備
制
度
訓
査
会
の
答
行
税
率
は
標
準
税
聡
百
分
の
丁
四
、
れ
ま
す
。

難
還
謹
餅
難
輪
舞
霧
畢
一
諏
飾
難
懸
墾
蜂
鱗
総
…

（1）一一固定資産ゐ評価が改罷される一

前
略

大
変
ご
ぶ
さ
た
を
し
て
居
り
ま
す
が
、

そ
の
後
お
変
り
欄
座
居
ま
せ
ん
か
。
い

つ
も
年
賀
ハ
ガ
キ
だ
け
で
、
あ
ま
り
こ

ち
ら
の
事
や
、
介
ま
で
の
再
を
く
わ
し

く
書
か
な
か
つ
た
の
で
、
今
日
は
色
六

書
い
て
先
生
に
知
ら
せ
よ
う
と
思
い
羅

き
ま
し
た
。
あ
つ
ル
そ
れ
か
ら
且
郷
さ

ん
村
異
さ
ん
に
な
ら
れ
た
事
、
お
目
出

と
う
御
座
暦
ま
す
。
先
生
も
色
六
お
忙

し
い
篠
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
。
私
が
中

学
校
を
第
簸
し
て
早
い
も
の
、
も
う
五

年
半
、
そ
の
往
、
先
生
．
に
態
紙
ば
か
り

で
一
度
も
会
つ
て
い
な
い
の
鴫
、
田
舎
に

行
つ
た
蒔
な
ど
先
隼
の
宅
え
行
か
う
か

と
は
思
（
．
て
い
る
の
で
す
が
、
仲
々
暇

が
な
く
て
、
二
ん
ど
田
舎
へ
行
つ
た
時

は
ぜ
ひ
会
つ
て
話
し
を
し
た
い
と
思
つ

て
一
嘗
卜
．
葦
丁
。
叡
出
學
松
へ
行
つ
て
い

一
侵
騨
に
は
．
轡
の
箭
一
？
℃
、
み
・
ん
（
で
胃

も
、
ひ
く
く
て
は
ず
か
し
か
つ
畠
、
す

が
、
麗
窟
に
崇
て
か
ら
ど
ん
ど
ん
の
ぴ

て
を
．
で
は
一
よ
“
瓢
位
．
い
あ
：
葱
す
9

一
・
七
〇
ま
で
の
び
た
い
と
思
つ
て
い

る
の
で
す
が
も
一
つ
の
び
さ
う
も
な
い
で

す
。

中
学
を
卒
第
で
る
時
に
、
ア
サ
ヒ
ゴ
ム

や
、
あ
ち
こ
ち
に
融
験
を
舜
け
た
の
で

す
か
、
ど
二
も
即
つ
か
ら
ず
、
橋
本
先
生

亀

齪

素
人
の
ど
自
慢
・
天
会

参
す
響
．
担
日
6
驕
日
汀
．
硲
か
墓
・

校
槌
育
館
に
於
’
・
、
、
注
南
廿
動
労
者
櫨

課桑尭催の

廉
、
人
の
ど
喧
．
慢
宍
会
が
行

わ
れ
ま
丁
、
協
譲
会
で
は
一
股
の
赤
加

を
呼
ぴ
か
け
て
居
り
ま
す
の
で
出
場
希

望
者
は
協
議
会
に
申
込
ん
弔
、
｝
．
・
さ
い
。

（
9
冑
、
唱
日
ま
で
）
の
ど
日
慢
に
続
い

て
深
谷
の
丸
一
演
箒
団
の
近
代
曲
葵
を

計
画
し
て
居
り
ま
す
の
で
一
般
の
御
米

甥
を
歓
迎
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

商
工
会
役
員
決
る

会
長

〃ゐ〃〃〃〃理”
　　　　　　邦

中福弗中木野武小青松
島田山有村口政林L2不
利　六需蝦計定忠喜筆
信茂卑主吉治一一一治

最
近
、
道
路
照
腿
、
に
た

い
す
る
認
識
が
高
ま
り
、

各
地
で
窃
路
灯
の
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
二

れ
は
適
黙
照
馬
が
篇
”
店
衝

の
繁
架
、
上
肥
の
美
観
と
密

振
に
結
び
つ
い
て
い
る
た

け
で
な
く
、
蜜
通
鋸
叡
ゐ

さ
申
碁
q
ま
な
犯
昂
跨
止
二

大
き
な
役
判
を
．
写
た
マ
ニ

ン
｝
，
か
胸
搬
献
さ
れ
て
き
た
た

め
弔
、
す
。
村
弔
、
も
防
梨
一
灯

や
署
店
惚
作
り
に
外
灯
を

廻
戴
、
し
て
廿
ず
く
い
．
を
縦

進
し
で
、
麗
り
壼
、
（
写
真

は
商
工
振
興
の
醐
瑠
と
し
て
仮

設
置
を
し
た
街
路
灯
で
す
）

〃〃〃〃 〃！シ

製
叢
誓
れ
毒
．
奮
も
の
蕊
り
ま
す
．
　
　
の
簾
の
舞
驚
脅
は
、
一
警
｛

田
定
資
巌
評
価
制
度
の
改
昭
乳
二
十
五
年
固
定
資
産
税
か
創
殼
さ
理
費
、
設
討
鰭
獅
費
及
び
剥
潤
浄
、
含
ん
｝

正
は
。
固
定
資
藤
評
価
制
れ
て
以
茉
数
蕉
度
間
は
土
地
・
塚
屡
及
で
い
な
い
（
邑
、
、
卑
築
の
再
建
無
価
箱
脚

度
菱
お
鐸
弩
び
難
霞
の
間
の
懸
鶏
豫
盤
お
レ
｛
二
、
8
。
態
度
に
な
つ
て
い
る
㎜

い
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
お
む
ね
碓
保
さ
れ
、
ま
た
そ
の
評
価
水
と
推
湿
さ
れ
ま
す
。

あ
呈
鑑
、
醤
に
蒙
は
畢
籍
霧
一
お
室
悪
塁
携
袈
『
h
レ
毒
、
垂
識

づ
く
藪
ム
的
な
改
正
の
メ
及
び
球
屋
の
評
価
水
準
と
余
り
相
違
の
例
価
格
と
対
比
し
て
岬
脅
た
、
昭
筑
三
十
脳

ス
を
い
れ
る
こ
と
と
な
つ
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
㍗
じ
た
。
菰
蕪
度
に
お
け
叡
厨
地
、
宅
地
及
び
山
硝

た
の
は
、
固
定
資
豫
の
間
し
か
し
そ
の
後
、
地
価
は
急
運
度
に
高
林
の
獣
、
際
の
評
価
額
箒
は
、
瑛
除
評
価
㎜

に
お
い
て
、
碧
し
く
不
均
鮒
し
た
た
め
、
昭
憩
三
＋
年
度
以
際
箭
畜
マ
．
一
、
指
示
平
診
価
舖
の
ぺ
ー
ス
に
修
脚

衛
で
あ
る
上
に
、
肘
閲
に
灘
樫
度
（
評
価
薔
の
郊
度
を
い
う
）
ご
と
正
し
た
評
価
見
い
払
額
は
、
売
買
実
例
価
軸

お
け
る
評
価
の
爪
均
衡
も
に
行
な
わ
れ
て
誉
た
土
地
の
評
価
水
焔
に
対
し
、
農
地
鍋
％
程
度
、
宅
地
胃
脚

蕉
を
逐
つ
て
拡
大
さ
れ
て
雛
俄
引
き
上
げ
に
よ
つ
て
も
、
こ
れ
に
傷
程
度
、
山
牌
2
5
％
弱
と
締
定
さ
れ
ま
酬

き
尭
め
、
適
蘂
鷺
遮
い
つ
く
二
と
は
裂
否
能
で
費
す
・
．

に
ζ
り
適
正
な
固
簸
資
窪
そ
¢
結
県
・
土
地
。
塚
屋
及
び
償
却
資
日
土
地
、
尿
摩
及
び
構
郊
資
瞳
耀
互
｝

税
の
負
想
か
求
め
ら
れ
な
産
の
評
価
の
間
に
お
い
て
は
当
鉱
渤
し
の
間
に
お
い
’
＼
著
し
い
評
価
の
不
均
｝

い
‡
つ
に
な
つ
て
き
て
い
い
評
価
の
｝
〈
均
衡
が
生
ず
る
こ
と
と
な
衛
が
生
じ
て
い
岬
勺
の
で
あ
り
ま
一
”
が
、
岬

影
こ
ζ
に
ナ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
評
価
の
不
均
衡
は
ど
の
縄
度
の
評
価
の
不
均
衡
は
革
に
二
れ
ら
ω
資
一

べ
ぎ
す
。
　
　
　
　
　
　
も
の
で
あ
る
か
を
正
碓
に
断
定
す
る
こ
塵
間
に
お
け
る
ス
均
衛
の
み
に
と
ぷ
ま
脚

ご
置
矩
資
熊
税
は
固
定
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
昏
資
産
ご
と
の
る
覧
の
で
は
あ
皿
葺
、
．
ん
。

監
事

〃

加松鷲小
藤年弁沢

藤
作

島
吉

文
治

資
蘇
の
傾
柘
マ
な
わ
ち
土
評
価
水
準
を
瞳
価
と
対
比
し
て
挫
足

地
・
塚
屡
及
び
償
郊
資
熊
す
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
り
ま

の
適
正
な
時
価
を
韓
税
標
す
。

（
推
と
し
土
地
、
塚
厩
及
ひ
償
却
資
産
を
①
償
掃
資
産
の
評
価
額
は
、
お
お
む
ね

憲
じ
て
型
喝
、
蒙
蓬
ω
薙
（
現
睾
の
帳
藩
警
羅
度
毒
蟹

x

（
次
号
に
つ
づ
！
、
）

X
×

×

　宏1窟馬清フ耳鉄
蝿水L谷工
反ス川肛
豆諏L厚

が
「
東
京
だ
け
れ
ど
も
、
こ
う
ゆ
う
斯

が
有
る
の
だ
が
中
島
行
’
ノ
て
薗
い
て
昆

る
か
」
と
い
わ
れ
た
の
丙
、
、
亙
尿
へ
行

た
．
事
も
な
い
畢
だ
し
、
行
つ
て
働
い
て

見
よ
う
と
思
い
父
さ
ん
に
相
談
し
た
結

果
「
半
焦
や
一
長
で
帰
つ
て
未
な
け
れ

ビ
』
芦
」
と
云
は
れ
決
心
を
し
て
育
．
京

　上
　古　ノのへ
恩し

師て

郷
土
を
離
れ
て
他
郷
に
働
く
が
．

皿
つ
て
は
い
ま
せ
ん
、
で
も
霞
分
の
巨

由
な
膵
．
問
か
ほ
し
い
な
と
思
う
こ
と
が

時
々
あ
り
ま
丁
。
い
つ
も
朝
七
時
に
．
起

き
て
夜
は
十
二
時
頃
「
ぽ
ん
」
や
「
く

れ
」
の
時
な
ど
ゆ
．
2
時
～
二
曄
護
に
な

ら
な
い
ン
寝
ら
れ
な
い
の
で
フ
ト
ン
の

中
に
入
る
と
、
す
ぐ
ね
て
し
ま
い
か
「
は

す
ζ
二
蕉
前
に
や
つ
と
の
思
い
で
謀
．
験

に
台
裕
し
て
普
避
免
許
を
職
n
．
一
碁
は

東
京
の
道
路
を
あ
つ
ち
へ
行
つ
た
い
リ
ニ

つ
ち
へ
行
つ
た
い
．
、
銭
を
械
転
。
し
て
鑑
．

い
て
お
じ
ま
丁
。
寅
京
の
道
路
ぱ
㎝
一
盆
，

の
才
リ
ン
ピ
ツ
ク
ま
で
に
と
、
あ
ち
、
こ

レ
2
、
道
路
工
羅
ル
や
つ
て
お
n
．
、
軍
も

五
年
の
努
ヵ

ヘ
の
便
リ
ヂ
、
明

ロ
い
人
達
か
、
ど
ん
な
風
に
毎
日
矩
日
を
過
し
て
、

る
み
に

お
ら
れ
昂
．
乳
　
r
㌦
も
が
才
ン
＼

す
く
と
生
長
す
る
よ
う
、
村
人
は
怠
願
し
て
い
る
膨
に
、
か
つ
て
北
小
に
矛
難
を
お
レ
荘
．
¢
松
広
・
卜
・
ヨ
先
亀
に
歌

子
で
現
在
、
策
京
に
働
い
て
い
る
脅
蕉
よ
り
心
温
誉
る
師
へ
の
思
孫
の
槽
、
，
ユ
じ
て
月
肉
の
努
力
の
輝
続
の
帯
釈

が
来
ま
し
た
の
で
、
広
郵
に
掲
載
し
＋
（
第
の
閲
覧
に
供
し
三
・
’
。

に
出
て
未
た
の
｛
・
丁
．
鎌
籾
は
一
ケ
月

位
い
で
、
い
や
に
な
つ
て
し
ま
い
円
舎

に
帰
へ
る
と
思
っ
た
再
も
あ
り
ま
し
た

帰
へ
る
と
父
さ
ん
に
し
か
う
れ
る
と
思

い
が
ま
ん
を
し
ず
・
駁
い
て
い
る
う
ち
に

需
露
た
つ
て
し
ま
い
、
荒
藻
間
の
う
ち

に
は
梨
し
い
禦
ゆ
苦
し
い
時
が
沢
田
あ

り
濠
し
た
．
酒
麗
の
仕
、
．
籍
は
朝
阜
く
か

一
鼻
幡
お
そ
く
葦
で
働
い
て
い
る
の
哺
、
目

分
の
自
田
な
時
間
が
寝
る
時
だ
け
し
か

な
い
の
で
つ
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た

最
初
博
つ
か
朗
て
た
ま
・
2
僑
か
つ
キ
で

すか、

今
は
も
う
な
れ
一
－
、
、
な
ん
と
も

毎
ド
居
の
配
凄
望
距
で
や
つ
て
お
り
ま
の
萎
㌢
（
繍
．
転
の
状
轡
二
。

●
豊
●
傷

ごの運動を推進しよう

鯵
繍’いイダ

田
台
に

け
歌
、
．
、
、
ー
・
は
人
つ
ピ
、
…
リ
か
ら
繕
済

の、

轟
映
は
追
毘
か
ら
と
、
歌
蜜
“
か

ら
7
．
の
総
傘
兇
発
え
と
、
＋
ハ
き
な

柱
を
か
か
げ
て
芯
づ
．
r
、
ー
を
強
ガ

　
　
　
人
づ
く
り
・

に
擢
獣
．
㌧
て
い
る
怠
學
か
ら
、
券
「

度
は
標
蒲
入
り
の
手
拭
と
、
タ
オ

九
を
村
内
各
筒
に
配
付
し
、
二
の

運
励
、
O
柵
カ
ア
そ
甲
も
都
『
か
や
村

内
に
は
「
よ
い
人
、
』
い
い
ド
、
よ

行
く
時
な
ど
は
電
卑
で
行
く
と
粥
り
が

お
そ
く
な
つ
て
し
ま
う
の
で
且
．
那
様
に

話
し
て
軍
で
時
六
帰
つ
て
お
り
ま
す
。
・

私
も
今
年
で
二
十
才
に
な
り
将
栄
の
．
事

を
．
溝
へ
て
田
舎
へ
彌
つ
て
、
う
ち
か
ら

熊
谷
の
万
へ
動
め
よ
う
か
と
思
っ
で
、
主

人
に
話
し
た
の
で
す
が
、
主
人
は
一
、
絶

対
や
め
さ
せ
な
い
、
も
う
鴛
躍
間
動
め

て
＋
邦
た
て
ば
将
朱
の
こ
と
は
賢
桶
も

つ
か
ら
琴
狗
し
て
く
れ
」
と
い
つ
て
や

め
さ
せ
て
は
く
れ
な
か
つ
た
で
す
。
5
、

君
で
父
さ
ん
と
話
し
台
つ
て
も
う
『
年

間
勤
め
る
．
箏
に
し
ま
し
た
、
み
「
ま
で
の

蕉
蕉
関
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
の
蓄
一
間

の
万
が
楽
な
二
と
だ
し
一
牛
照
徐
に
慰

い
て
主
人
に
よ
り
も
つ
と
見
佐
ま
碧
る

よ
う
努
力
し
よ
う
と
思
つ
て
お
り
ま
す

私
ぽ
今
で
も
お
ぽ
え
で
．
お
㍑
ま
す
が
小

学
絞
三
擢
の
時
先
生
の
お
か
げ
で
那
彰
・

を
し
て
も
ら
つ
た
事
や
、
足
に
わ
け
ど

を
し
て
毎
日
の
げ
ム
う
に
自
転
車
に
の
せ

て
塚
に
送
つ
イ
、
も
ら
つ
た
．
邦
、
艮
の
上

に
下
敷
箱
を
落
し
で
．
夜
を
そ
く
塚
田
医

考
に
家
、
転
庫
に
乗
せ
て
行
つ
て
く
れ
た

再
や
光
生
に
魯
々
め
ん
ど
う
を
毘
て
ホ
．
U

ら
い
私
は
一
生
h
■
す
ま
せ
ん
。
小
さ
い

時
に
は
父
さ
ん
に
、
ぴ
．
迷
傍
＼
働
か
さ

れ
て
色
々
な
二
と
を
読
ら
さ
れ
ま
し
た

そ
の
時
は
？
り
か
つ
た
で
す
が
、
世
の

中
に
出
て
毘
れ
ば
、
き
一
匹
v
し
く
健
か
さ

れ
た
二
と
や
、
色
々
な
而
に
お
い
て
や

く
に
’
一
κ
ち
合
，
で
は
あ
り
が
説
一
，
貸
と
思
つ

て
お
り
ま
下
。
ほ
か
の
人
が
出
豪
な
い

仕
耶
や
他
の
霧
二
考
な
を
に
引
き
受
け

て
出
栄
る
縛
も
聡
」
ま
マ
が
、
で
も
自

亭．

で
も
曇
小
な
い
時
も
あ
り
げ
手
．

世
ω
膚
に
出
て
な
ん
で
も
や
り
こ
な
せ

る
人
闘
に
な
り
た
い
と
思
つ
で
、
い
る
の

で
マ
、
が
一
押
々
q
つ
一
ざ
・
戸
σ
か
ず
申
（
獲
．
（
惨
票

で
す
。
私
も
も
う
｝
嚢
…
問
し
ん
ぽ
う
し

て
驚
人
に
な
ろ
う
と
思
つ
’
．
ら
の
で
す
が

口
5
．
炉
だ
し
、
六
変
な
資
血
が
い
る
の

で
訪
き
ら
め
ま
し
詣
．
一
。
一
て
の
か
わ
り
．
軍

を
一
台
買
つ
て
運
遂
や
を
や
る
つ
か
と

恩
つ
て
お
り
ま
す
。
最
初
は
穴
き
く
や

れ
な
い
か
ら
、
個
人
で
あ
る
会
社
に
入

り
そ
れ
か
ら
、
二
つ
こ
つ
の
ば
し
て
あ

る
時
期
が
未
た
な
ら
ば
自
分
で
独
証
し

よ
う
か
と
思
つ
て
お
り
ま
す
、
運
送
や

も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
目
分
が
や

ろ
つ
と
思
つ
た
以
上
は
や
り
と
げ
で
・
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
ま
だ
ま
だ
自
分
吸
、
は
わ
か

ら
な
い
．
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

工場商店の

時
は
ど
う
か
教
へ
て
下
さ
い
。
先
生
も

な
に
か
と
お
忙
し
い
箏
で
し
よ
う
。
体

に
気
を
つ
け
、
一
、
お
励
み
下
さ
い
。

時
女
ひ
ま
を
見
て
手
振
を
稽
こ
う
と
思

い
ま
す
。
文
童
が
と
、
の
つ
て
お
ら
ず

大
変
読
み
づ
ら
か
つ
た
で
し
よ
う
が
最

後
ま
で
よ
ん
で
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
千
、
は
こ
の
く
ら
い

で
失
糺
し
ま
す
　
　
　
さ
よ
う
な
ら

松
広
先
生
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
鴬
・
拝

新設・拡張資金計画

診断・金融経営など

企業径営の御相談は

　　役場内商工会へ

一移動図書館巡回日一

　　　10月7日
　　　1｝月6日

　　　12月5目
　駐車時間はいずれも
役場工2時30分～ユ時10分

支所1時30分～2時10分

～
各
課
室
配
置
図
～

役
場
の
課
、
室
の
配
置
が
左
の
配
置
図
の
様
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

女
各
課
の
分
禦
察
務
に
つ
い
て
は
次
号
よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

室可

企勘課

厚
峯
課

い
迦
磁
」
、
こ
標
蕾
通
り
の
台
営
韓
と
な

つ
て
、
二
，
。
置
．
動
か
盛
り
上
が
つ
て
い

る
。
堕
に
敦
蛮
面
に
於
て
は
、
ま
力
に

み
る
新
台
出
学
校
及
に
署
♪
鯨
の
建
識
ン
ニ

か
鳥
ら
脳
逗
路
憲
，
て

県
下
で
も
誕
郡
の
慨
秀
校
と
な
ら
ん
と

し
て
い
る
。
経
済
面
に
於
て
も
地
域
発

展
は
道
路
か
う
と
、
こ
の
巡
動
を
提
案

し
、
ム
＃
良
に
騰
ぴ
か
け
、
苞
つ
く
り

運
動
の
披
進
を
桝
る
も
の
で
す
。

鴇証塗 琶

九捲曳

庫

畜肇総 粟斑 説 毛庫
季　筋

忌認
差
薮
課

笏
謙

虞
良
課

家篭

課

嵐網望

o

　
　
↑藻




